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カナビスの運転への影響については、最新の科学的な調査の結果が一般に十分に伝えられ

ていないこともあって、その危険性が過度に誇張されて実際よりもはるかに恐ろしげに語

られている。また反論する側も、科学的データをよく知らないこともあってその間違いを

的確に指摘できないでいる。

確かに、カナビスは、注意力、集中力、協調力、反応時間など自動車の安全運転に必要な

さまざまな能力に影響を与える。実際、カナビスを使っていると、距離感の判断、信号へ

の反応、標識の確認が難しくなることが運転シュミレータ実験などでも示されている。

しかし、問題は、カナビスの酔いによる精神運動機能への悪影響が実際の事故にどの程度

関与しているのかという点にある。これまでの調査結果で全体に共通している結論として

は、リスクが増えることは間違いないが、少なくともアルコールのリスクに比較するとカ

ナビスのリスクはずっと少ないことが明らかになっている。

●実際にどのくらい危険か？

例えば、２００５年１２月に発表された過去最大規模のフランスの 研究 では、自動車事

故死にからむ１０７４８人のドライバーに対して血液中のドラッグとアルコールの残存量

を調査しているが、その結果、カナビスのみ使用で血液中にＴＨＣが残っている場合は、

事故を起こすリスクが若干高くなっているが、それでもアルコールのリスクに比較すれば

はるかに低くなっている。

カナビスのリスクの程度はＴＨＣの量が増えると大きくなり、リスク・スケールでは１．

９から最高で３〜の範囲になっている。これに対して、アルコールのリスクは、最低が３．
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３で最高は４０を超えている。スケールの３ポイントは、アメリカで飲酒運転の許容限度

となっている血中アルコール濃度０．０５％の相当しているが、血液検査でカナビス陽性

になったドライバーの大半はそれよりもリスクが低いことになる。

 

また、カナビスが関連している死亡事故の割合は全体の２．５％（１．５％〜３．５％）

となっている。だが、これに対してアルコールの場合は全体の２８．６％（２６．８％〜

３０．５％）で１０倍以上も多くなっている。

研究者たちは、「カナビス影響下で運転すると衝突事故を起こすリスクが高くなるが、血

中にアルコールが検出された場合に比較すれば死亡事故原因としては極めて低い」 と 結

論 を書いている。また別の研究者たちも、「カナビスの影響下にあるドライバーのリス

クは、アルコール血中濃度０．０５％程度の法的素面ドライバーのリスクとそれほど変わ

らず、６０才のドライバーと３５才のドライバーの違い程度でしかない」 と書いている。

さらに、２００５年９月にメリーランド大学の研究チームが発表した 調査研究 では、１

９９７年から２００１年までに自動車事故で病院に搬送されて体内からアルコール、コカ

イン、カナビスが検出された２５００人以上の事故ドライバーを分析した結果、アルコー

ル検査で陽性を示したドライバーでは素面のドライバーに比べて衝突の過失が著しく高い

が、カナビスの場合は、男性でも女性でも衝突の過失との相関は見出せなかったと報告し

ている。

●カナビスとアルコール・医薬品との併用は相乗的にリスクを高める

このように、カナビスの運転リスクは決して大きいものではないが、事故でカナビスを吸っ
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ていたと大きく報道されることも少なくない。この背景の一つには、カナビスがアルコー

ルや医薬品、他の違法ドラッグと併用されることも大きな理由になっている。

例えば、厳格なゼロトレランス法が施行され、酔っ払い運転のドライバーに血液検査を強

制している スエーデン の２００７年１１月の調査では、検査を受けた全体の人のうち２

０％からカナビスが検出されているが、カナビスのみが検出者は４％に過ぎないことが報

告されている。

また、衝突事故の過失性を調べた１９９０年代の７研究について総合的に検証した２００

２年の報告書では、「カナビスとアルコールの摂取量と衝突事故の過失責任の相関を調べ

た研究からは、血中にカナビノイドが検出されたドライバーと検出されなかったドライバー

の間には事故の過失に明確な違いのあることは見出せなかった」 と結論しながらも、カ

ナビスとアルコールを併用している場合は双方が影響しあって相乗的にリスクが高まるこ

とも示されている。

さらに、アメリカで通常行われているドラッグ検査が尿テストであることも、カナビス酔っ

払い運転が多いように思われる理由になっている。実際に、尿検査で検出しているのは運

転に影響のあるＴＨＣではなく、代謝物であるＴＨＣーＣＯＯＨだが、ＴＨＣーＣＯＯＨ

自体には何ら精神活性はなく運転にも影響しないことが確かめられている。

しかしながら、ＴＨＣーＣＯＯＨの体内残留期間が１〜３週間と長く容易に検知されやす

い。従って、ドライバーのドラッグ尿検査でカナビスが検出されたと言っても、それは必

3

http://www.cannabis-studyhouse.com/82_news/2007_11/071129_norml_weekly_news/071129_norml_weekly_news.html#2


ずしも事故に直接的に関係していることを示しているわけでもない。

●カナビス喫煙後の運転への影響時間

以上のように、アルコールほどではないにしろ、カナビス喫煙で事故リスクが増えること

は間違いない。しかし当然のことながら、時間が経つに従って影響が弱まり、どこかの時

点で素面のドライバーとリスクの差はなくなる。

その指標になるのは酔いが強さと直接関連している 血液中のＴＨＣ濃度 で、高くなるほ

どリスクも大きくなる。血中濃度は喫煙直後に急上昇し、ピークに達するとその後はまた

急激に下がって行く。その過程でＴＨＣは、運転能力に影響しない不活性のＴＨＣーＣＯ

ＯＨに代謝していく。

２００７年１１月に国際研究チームが発表した 研究 では、過去の疫学研究やシュミレー

タ実験などの結果を総合的に検証して、ＴＨＣの血液中の濃度が５ｎｇ／ｍｌ以下のドラ

イバーの衝突リスクは素面のドライバーに比べてが高くなるようなことはなく、カナビス

を喫煙した場合には、一般的に喫煙後２時間程度でその値以下まで下がると報告している。
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●カナビスのドライバーへの実際的な影響

カナビスの運転への影響として興味深いのは、カナビスの影響下にある人は、アルコール

と違って、自分がカナビスの影響を受けていることがわかっているので自然に自分の行動

を調整しようとする傾向が見られることだ。２０００年にイギリスの環境交通地域省（Ｄ

ＥＴＲ）の依頼で行われた交通研究所（ＴＲＬ）の 運転シュミレーターを使った実験 で

は次のように結論を書いている。（２００８年５月の イスラエルの研究 でも同様の結果

が報告されている）

カナビスの喫煙による影響全体としては、特に動体を追跡視認するといった精神運動能力に測

定可能な影響を受ける可能性が認められるが、運転時に必要な分散した操作を行うといった高

次の認知機能が決定的の損なわれるとまでは言えない。カナビスの影響下で運転しているドラ

イバーは、自分の機能が損なわれていることを意識しているので、運転が難しくなるとスピー

ドを落としてそれをカバーしようとする。 

このように、カナビスでハイになっている人は、アルコールで酔っている場合と違って、

カナビスの影響下にあることがわかっているので自然に自分の行動を調整しようとする。

実際、大半の人はハイがピークの時は、自分の時間や空間の感覚がいつもと違っているこ

とがわかっているので、たとえ運転に重大な障害になるとまでは感じなくとも、より慎重

になって自動車を運転しようとしなくなる。

●カナビス酔っ払い取締まりの問題点 

現在、アメリカではドライバーに対するドラッグテストは尿テストが最も使われている。

しかし、尿テストではカナビスを吸った直後のＴＨＣそのものではなく、時間が経過した

精神活性のない代謝物であるＴＨＣ−ＣＯＯＨを検査しているために、本当にカナビスに

酔っ払って運転していたかどうかを確実に知ることはできない。 

このために、尿テストで陽性になっただけでカナビス酔っ払い運転と看做すゼロトレラン

ス法を施行している州も多く、その理不尽さには批判も絶えない。しかし、現在のところ、

尿テストに代わって正確に検出できる簡易検出法は他になく、それがカナビス酔っ払い運

転への恐怖の背景にもなっていた。 

このためにヨーロッパやオーストラリアでは、精神不活性で時間の経過した代謝物ではな

く、ＴＨＣそのものの存在を簡単に識別する唾液による判定法の開発がすすめられていた。

だが、現在までのところ、検出精度が悪く実用化には至っていない。 
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しかし、２００８年１１月にオランダのフィリップス・エレクトロニクスが、ナノテクノ

ロジーを応用して、唾液中のカナビス・コカイン・スピードなどのドラッグを２分以内で

検知するハンドヘルド型装置の開発に成功し、一気に実用化に近づいた。 

こうした確実な検査法が使われるようになれば、アルコールのように法的リミットを設け

ることや、アルコールによる酔っ払いとの比較も広く知られるようになり、カナビス酔っ

払い運転への過剰な懸念も解消されていくに違いない。 

唾液を使った新型ドラッグテスト装置、ドライバーの路上テストが正確で簡単に 

カナビス酔払運転の科学・論理的検証 

刑務所直結でもいいのか？　カナビス酔払運転とドラッグテスト 

●運転へのリスク回避

これまで、カナビスの運転リスクが一般に信じられているほど大きなものではないと述べ

てきたが、当然のことながら、カナビスを吸って運転しても問題がないわけではなく、カ

ナビスを使っている時には運転はしてはならないという原則が変わるわけではない。

しかしながら、節度をもって自制すれば、アルコールに比較して運転へのリスクを回避す

ることも容易にできる。第一に、アルコールや他のドラッグ・医薬品を併用しないことで、

併用すればそれがたとえ少量であってもリスクが相乗的に急増してしまうことを知ってお

く必要がある。次に、喫煙後２時間は運転しないで、ＴＨＣの血中濃度を十分に下げるよ

うにする。当然、運転中にカナビスを吸うようなことはしてはならない。

こうした点では、オランダのコーヒーショップの運営は運転リスク削減に役立っていると

いえる。店では、アルコールも含めてカナビス以外のドラッグの販売は禁止されており使

用もできない。また、店舗内で一服するようにすれば自然とピーク時間には運転しないよ

うになる。実際に、オランダのコーヒーショップでは、店前の二重駐車が問題になったり

はしているが、カナビスの酔っ払い運転は深刻な問題になっていない。また、ＥＵの中で

もオランダの自動車事故による死亡率はマルタに次いで 最も低くなっている。

参考：　カナビス酔払運転の科学・論理的検証
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